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 「外国人雇用状況」

の届出状況（令和６年

10 月末現在）による

と外国人労働者数は

約 230 万人であり、過

去最多となっていま

す。 

 その内社会福祉・介

護事業で働く外国人

労働者数は 85,537 名

の方が働いています。 

ひらなみ荘で働くスレンさん、アルビさんに取材しました！ 

バヤルマー アリオンスレンさん エム アルビ トリスマンダニさん 

モンゴル出身 インドネシア出身 来日して３か月 来日して３か月 

■ひらなみ荘で働こうと思ったキッカケは？ 

Ａ：職場を見学する機会があった 

■嬉しいこと・楽しいことや気をつけていること 

Ａ：利用者さんに感謝されると、とても嬉しい

です。気をつけていることは、声かけする

際の言葉遣いや利用者さんの体調管理を

特に気をつけています。 

■ひらなみ荘で働こうと思ったキッ

カケは？ 

Ａ：実際に職場を見て働きたいと思いました。 

■嬉しいこと・楽しいことや気をつけていること 

Ａ：利用者さんとコミュニケーションを取れるのが

楽しいです。気をつけていることは、声かけの

仕方やどこまで利用者さんを補助したら良い

のかを常に気をつけています。 

ので、実際に見て働こうと思いました。 


